


















































































































3日目 ・職場のミッション援助方針 〇実習先の概要説明（所長や実習指導者による講話） 〇実習先の概要説明（施設長や実習指導者による講話）
＜所長等による講話＞ ＜施設長等による講話＞
・社会的役割や機能、実施事業、周辺環境の説明 ・実習先の沿革、社会的役割や機能、周辺環境の説明
4日目 ・機関施設の運営管理 ・実習先内探検（写真・ビデオ・HP等） ・実習先内探検（写真・ビデオ・HP等）
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15日目～18日目 ◎支援計画の立て方の説明（ストレングスモデ ル、本人主体、ニーズ整理等） 〇オンライン相談の同席
◎支援計画を立てる利用者の強みを見つける 
◎スタッフに本人の強みやエピソード等についてインタビュー 
◎支援計画を立てる利用者との面談
19日目～20日目 ◎支援計画の立案
●具体的な支援方法について実習生からスタッフ に説明し、実際にできる方法を調整する
21日目～ ●支援計画にもとづいて支援を行う
※A事業所の通常実習プログラムを基に作成  作成：灰谷（2020)
A事業所の実習プログラム
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録画された動画を「YouTube」のシステムを活用して視聴しレポートをまと
める等、ライブ形式とオンデマンド形式を上手く組み合わせることにした。さ
らに、学生の実習計画書や学修意欲にあわせた実習プログラムを確立していく
ために、必要に応じて実習指導者の指示のもと、実習生の学生が学外に出て、
実習指導者から指示のあった課題の調査を実施する等のフィールドワークの手
法を用いることにした。オンライン実習期間中は、原則、通常実習と同じく実
習指導者が主となり実習指導を実施するが、フィールドワーク実施時は、本学
の実習担当教員が協力することにした。実習期間中の出勤簿や実習日誌は、本
学の学内システムs４12を活用し、s４システム内で実習生が出勤と退勤を入力
し、s４システムを介して実習生から実習先へWord（Microsoft社）等で電子
データ化された実習日誌を提出後、実習指導者が提出された日誌をオンライン
上で閲覧しコメントを入力する形式をとった。実習指導者と実習生および実習
担当教員が、常にオンライン上で実習中のやり取りや実習状況を確認できるよ
うに整備した。
５．考 察
　「実習」とは、字のごとく「実地で習う」ものであり、学内で学んだ知識や
技術を実際に現場で学ぶものである。そのため、「オンライン実習」という言
葉を出したとき、多くの実習先は困惑し「オンラインの実習では実習とは言え
ない」＝「実習として成立しない」と考えるのも当然のことである。今まで、
福祉現場での実務経験もあり、社会福祉士実習だけでなく保育士実習等にも携
わってきた筆者としても、通常の実習ができなかった状態で学生が卒業後、各
福祉現場の仕事に就くことは有り得ないという考えになる。しかしながら、新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響下では、文部科学省・厚生労働
省やソ教連は、やむを得ない状況（実習施設等の代替が困難である場合）に
なった時には、実状を踏まえて実習に代えて演習又は学内実習等を実習するこ
とにより、必要な知識及び技能を修得することを認めている。ならば、より通
12 本学教員メディア情報コースの広瀬雄二氏（2016）によって構築されたシステムである。 
広瀬雄二（2017）「超小型SNS「s４」による教育用情報システム導入過程の効率化」東北公益文科
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常実習に近い実習プログラムを作り上げようというのが本研究である。実際、
多くの社会福祉士養成校では、各養成校の実習担当教員によって、様々な形で
代替実習プログラムが計画され実施され、徐々に報告されている。
　今回、オンライン実習プログラムを共に検討してきたＡ事業所は、法人内に
多数の事業が展開されており、多数の各部署のWeb案内やWeb上における法
人内の職員（多職種や社会福祉士のみ等）とのグループワーク、画面を通した
コミュニケーションが可能な利用者とのやり取り、オンライン相談やオンライ
ン会議への同席、Web研修の参加、利用者のニーズにあわせて企画やオンラ
イン相談後の個別支援計画のプランニング等、通常実習に近いオンライン実習
が多数可能な事業だったといえる。
　Ａ事業では、実習プログラム検討後も様々なオンライン実習としての多数の
コンテンツを考案し、学生との事前オリエンテーション等を経て、学生の実習
計画書や学修意欲にあわせた実習プログラムを確立した。新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）の発生に伴う対応とはいえ、実習担当者自身も実習準備
段階で「実習のことをここまで考えてこなかった」と発言している。すべての
実習先が、Ａ事業所と同じような対応ができるとは限らないが、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）の影響下によるオンライン実習が、実習担当教員
と実習指導者と実習生の３者が協力しあい作り上げる新たな実習のカタチにな
る可能性は十分ある。その一方で、表２を見ても、オンライン実習の環境が
整った実習先であっても通常実習のみ可能の実習も多数あることから、通常実
習の重要性を改めて認識した結果となった。
　オンライン実習の実施が必要となった際、スムーズに実施できるようにオン
ライン実習の実施に向けた準備と環境整備について検討した。Ａ事業所は、新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）の発生以前からオンラインを活用して
いた事業を展開していた事業所だったためスムーズに実施に向けた準備ができ
た。Ａ事業所以外の実習先でオンライン実習を実施することになった際には、
実習先の事業所環境や実習指導者の状況に応じて、各オンラインシステムの
Zoomやs４システムの説明等を丁寧に実施する必要があると考えられる。また、
学内システムを活用するにあたり、学内のオンライン授業スタッフの協力を得
る等のサポート体制の強化が必要である。
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おわりに
　2020年度、本学で新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響によって
通常実習の実施が困難な状況となった実習先では、状況に応じてオンライン実
習を取り入れた。オンライン実習を実施した実習先からは、新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の影響によって実施したオンライン実習だったが、今
回、オンライン実習を実施したことで思いがけない発見や今後の活用に結び付
く実践があったことが報告されている。
　現在、オンライン実習を実施後の振り返りや実習指導者へのインタビュー調
査を実施し、通常実習とオンライン実習との比較やオンライン実習のメリット
やデメリット等の分析を進めている。今後、別の機会に報告していきたい。
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